






A Study of Consciousness on the Re1ation between Location of 
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(Received Aug. 30， 1996) 
In this study， location of the large-sαle establishment is discussed by the use of 
白equestionnaire survey. 
Firstly， relationship between benefit of public回 nsportationand 10αtion of白e
large-sca1e establishments is ana1yzed. 






















メージとしては、 「新しし¥J、 「明るし、」、 「清潔」、 「近代的」、 「家族連れ」、 「にぎわい」
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業務施設 (a) (b) ( c ) (d) 実!~回答 合計
27 12 9 2 5 55 
49. 1% 21.8% 16.4% 3. 6% 9. 1 % 100.0% 
商業施設 (a) (b) ( c ) (d) 何回答 合計
21 10 16 3 5 55 
38. 2% 18.2% 29. 1 % 5.5% 9. 1 % 100.0% 
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問題項目
図-11 新規の大規模施設が建設されると生じる問題
(注)数字は図-1の説明と同じである
表-3 今後、大規模施設を建設する際に
開発者に対し交通アセスメントを義務づけるパきか
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合に公共交通機関を利用しやすいですか』という質問に対し、利用しにくいとの回答が過半数を超
えており、パスに関しては、 「駅前に出なければ乗り継ぎができない」、 「パスターミナルはある
が、完全な乗り継ぎターミナル機能が存在していない」などの意見、電車に関しては、 「利用でき
る施設が限られている」、 「施設自体が電車駅からのアクセスを考慮していない」などの意見が
あったことに起因している。つまり、現在立地している大規模施設は公共交通機関との関係を重視
した立地が行われておらず、地方都市では自動車に頼る傾向が強く表れてはいるが、それに代わる
公共交通機関への転換が望まれるところである。
第2に、第 1の問題とも関連するが、特に大規模施設へのアクセスの悪さから生じる問題が挙げ
られる。Ii都心部及び郊外部における公共交通機関との接続はうまく行われていると思いますか』
という質問では、 「思わない」との回答がともに過半数を超えており、特に郊外部においてはその
回答割合が高く、理由として「パス路線は全て都心が起終点となっており、都心を挟んだ郊外部同
士の直接の連絡がない」という意見があった。そして、 『大規模施設と公共交通機関との接続がう
まく行われていないところでの問題点は』という質問に対し、 「交通弱者の利便性の低下」、 「自
動車交通主体による施設周辺の道路混雑」との問題が多く指摘された。そのため『大規模施設に行
く場合に利用する交通手段は何ですか』という質問に対しては、いづれの施設へも過半数以上の人
が自動車と回答しており、公共交通機関との回答が極めて少なくなっている。さらに郊外の大規模
施設周辺に関しては、約8割が問題であるとし、公共変通機関がない施設周辺には公共交通機関を
整備する必要があるとの意見がある。
第3に、今後の施設立地に対する課題が挙げられる。Ii将来建設される大規模施設(業務・商
業・コンペンシヨン)は、どこに建設すべきだと思いますか』という質問に対し、いづれの施設に
おいても都心部にとの回答が多かったことから、都心部に施設を集中させ活性化を図りたいとの考
えと思われるが、現状では施設を増設できるような土地はなく、都心周辺や郊外部への新設及び都
心部との連携がとれた計画的な立地が望まれる。
第4に、大規模施設周辺の交通問題が挙げられる。実際にも、駐車場の容量不足からくる駐車待
ち行列、駐車場の進入・退出路や周辺道路における交通混雑、二輪車の放置などがみられる。また、
『施設を建設する時に、公共交通機関との接続を考えて位置を決めるべきだと思いますか』という
質問に対し、 「思う」という回答が大多数を占め、その理由として「交通弱者の利便」、 「道路混
雑の緩和」、 「県外者の利用」というものがあげられたこと、あるいは『今後、大規模施設を建設
する際に開発者に対して突通アセスメントを義務づけるべきだと思いますか』という質問に関して、
ほとんどの人が「必要である」と回答していることによる。
自動車中心社会である地方都市においては、これからの高齢化社会に向けてますます公共交通機
関の整備と利便性の確保が不可欠となってくると考えられる。また、既存の交通アセスメントを開
発者に義務づけるだけでなく、その手法の開発も行っていくことが必要である。
3.今後の大規模施設立地における課題と方向性
大規模施設を公共公益施設、商業施設、コンペンション施設に分類し、それぞれの今後の施設立
地における課題及び方向性を整理する。
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1 )公共公益施設について
公共公益施設は市民が平等に利用できなければいけない施設であるため、アクセス(利便性)の
良い場所に建設することが望ましい。意識調査の集計結果をみてみると、有識者の過半数が都心部
に建設することが理想としている。福井市都心部は現在、県庁や市役所等の公共性の高い施設が立
地しているが、今後の施設立地において十分に利用者の利便性を考える必要がある。
2)商業施設について
商業施設は現在の動向から今後も郊外に立地する傾向にあるといえる。郊外型の大規模商業施設
には、自動車交通が集中し、周辺道路における道路混雑等様々な交通環境への悪影響を引き起こし
ている。したがって、交通アセスメントを開発者に対して義務付けることはもちろん、自動車交通
にかわる公共交通機関の整備が必要といえる。一方、現在、都心の魅力の低下とともに都心の空洞
化が問題となっており、意識調査の集計結果をみてもそれを危倶して商業施設を都心部にという意
見も多い。商業施設は単なる買い物の場を消費者に提供するだけでなく、地域経済社会の中核とし
て、またコミュニテイの中核としての役割を果たすことが求められている。
3 )コンペンション施設について
コンペンションは交流促進の事業として、地域経済に与える影響が強い。意識調査によると有識
者の約4割が都心部に立地すべきであると答えている。現在立地している施設は都心部の周辺に多
く存在しているが、県外からの来客者を考えた場合には都心部に立地することが望ましいとの考え
からである。都心部周辺や郊外に立地する場合には、来客者をスムーズに施設へ誘導するような公
共交通機関の整備が不可欠といえる。
全体的に考えてみると、地方都市においては自動車が交通の主な手段であるため、大規模施設を
建設する際には交通アセスメントを開発者に対して義務付けるべきであり、開発者自身が自動車交
通における問題点をよく考慮したうえで施設を建設すべきである。また、これからの高齢化社会に
むけて自動車交通だけではなく、公共突通機関の整備及ぴ改善が求められる。
4.まとめ
本研究では、地方都市における大規模施設と交通施設との関係及び今後の大規模施設の立地の方
向性を探るために、福井市内外の有識者の意識調査を行い、今後の大規模施設立地の方向性を検討
した。本研究で得られた成果は以下のとおりである。
有識者に対する大規模施設と交通施設との関係に関する意識調査では、①大規模施設が計画的に
建設されていないという問題、それに伴う②大規模施設へのアクセスの悪さから生じる問題、③今
後の施設立地に対する課題、及ぴ④大規模施設周辺の交通問題が把握された。また、意識調査を踏
まえ、今後の大規模施設立地における課題と方向性を公共公益施設、商業施設、コンペンション施
設に分類して示した。
今後の課題として、大規模施設と公共交通機関との垂離の状況を都市構造面からさらに分析し、
効率的土地利用のあり方や一体的整備の必要性等について検討する必要があろう。
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